
 

砂に起因する不良は多いため、砂を管理す

ることは重要 

不良対策のためには自工程の砂の変動を知る 簡単な見える化でも早い対策が打てる 



 

鋳物を作る重要な工程において見える化が進み、

バラツキを減らす為のシステムが構築される 

砂づくりには水分・温度が重要な要素である 砂冷却の必要性 

保水の必要性 段階的な水分と温度のコントロール 



 

解枠時から砂温・水分の安定化 １次冷却も砂性状の見える化で管理 

砂保有量の監視 安定した砂混練 

混練時の注水も精度向上が必要 砂の変動を把握し最適な注水制御へ 



 

混練精度向上により砂も安定 混練後も外乱因子で砂は変動する 

最終的な砂性状を把握することは重要 １日の中でも砂は変化する 

変化を知って対応を考える フィードバック機能で安定した砂に 



 

簡単にできることはある 測定法が変わると見えてくるものが変わる 

新たな管理指標に繋がる活用 トータルで砂を管理 

見える化を使いやすく 何をみるか 



 

技術トレンドを活用して 

設備保全にIoTを モニタリング事例 

工場全体が繋がる 



 

見える化からIoTへの第一歩 


